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☆回復基調？  軌道に乗るのか？・・・・・売上ＤＩ上昇－6.1 へ（前回比＋5.2 ㌽） 

☆設備投資 堅調続くも業種間変化有・・・・・・・・・・・・・・「予定あり」11.9％ 

☆依然続く仕入単価上昇・・・・・・・・・・・・・・・・「仕入単価上昇」70.8％ 

☆来春採用予定増加・・・・・・・・・・・・・・・「採用する」30.1％（前回 29.2％） 
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定例調査：第２０１回 景気動向調査（７～９月期） 

●回復基調？ 軌道に乗るのか？・・・・・・・・・売上ＤＩ上昇－6.1へ（前回比＋5.2㌽） 
総合では、売上ＤＩが－6.1（前回比＋5.2㌽）、収益ＤＩが－11.8（前回比＋6.7㌽）となり、それぞ

れ前回比で上昇しました。 

売上ＤＩが上昇したのは、小売業が±0.0（前回比＋16.0㌽）、運輸業 13.1（前回比＋13.1㌽）、不動産

業が－4.8（前回比＋13.1㌽）、製造業が－10.5（前回比＋11.1㌽）、建設業が－5.2（前回比＋6.7㌽）の

5 業種となる一方、下落したのは卸売業が－6.5（前回比△12.4 ㌽）、サービス業が－1.6（前回比△11.2

㌽）、飲食業が－27.3（前回比△1.2㌽）の 3業種となりました。徐々に景況は回復基調にあると思われま

すが、企業からは「本当に回復に向かっているのか」という声も多く、先行きは不透明です。 

2024年 10-12月期は、売上ＤＩが 6.7㌽、収益ＤＩが 5.7㌽それぞれ上昇すると予想していますが、年

末に向けた期待値も小さくなっており、インバウンド需要が及ぼす影響も地域によって格差があります。 

建築業では万博関連需要が引き続き堅調に推移していますが、金利の先高観から住宅購入は控える顧客

が多くなっています。 

 

●設備投資 堅調続くも業種間変化有・・・・・・・・・・・・・・・・・「予定あり」11.9％ 
設備投資は、総合では「実施中」が 15.0％（前回比＋0.3㌽）、「予定あり」が 11.9％（前回比△2.4㌽）

で合計 26.9％となり、全体では堅調な推移を維持しています。しかし、「予定あり」は前回比、製造業は

△4.0㌽、卸売業は△4.5㌽、飲食業は△3.4㌽、建設業は△1.7㌽、サービス業が△1.2㌽下落しており、

設備投資の先行きは後退する傾向が見え始めています。 

 

●依然続く仕入単価上昇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「仕入単価上昇」70.8％ 
経営上の問題点は、総合では「仕入単価上昇」が 70.8％（前回比△3.3㌽）、「売上停滞減少」が 48.0％

（前回比△3.7㌽）、「一般経費増大」が 47.0％（前回比△2.5㌽）、「人手不足」が 40.0％（△1.0㌽）と

なり、依然大きな問題点として定着しています。特に「仕入単価上昇」は、製造業、卸売業、飲食業、不

動産業で前回比上昇し、コストの価格転嫁に苦しむ中小企業の収益環境に悪影響を及ぼしています。 

●来春採用予定増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・「採用する」30.1％（前回 29.2％） 
来春の採用について、「採用する」は 30.1％と昨年比 0.9㌽上昇し、「昨年と同数」との回答が昨年比増

加しています。特に、サービス業、運輸業、小売業、不動産業では、長期に及ぶ深刻な人手不足感を背景

に前年比上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

調査時点：2024年 8月下旬～9月上旬 

対象期間：2024年 7～8月期（実績）・9月（予想値） 2024年 10～12月期（見通し） 

対象企業：当金庫お取引先 1,633社（大阪府内、尼崎市） 

回答企業数：567社（回答率 34.7％）（調査票郵送・Webで回答） 

調査方法：調査票郵送および聞き取り調査 

本調査に関するお問い合わせは下記までお願いします 

だいしん総合研究所（担当：平山） 

TEL:(06)6775-6590 FAX：(06)6772-1630 

E-mail：souken@osaka-shinkin.co.jp  URL：https://www.osaka-shinkin.co.jp                 
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